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年 月 日～ 月 日
（３）データ収集方法
① 無記名自記式質問紙調査を実施した。 の 機能を活用し、 コードもしくは を用い
たスマートフォン、 等からの 入力により回答することとした。何らかの理由により 入力ができ
ない場合は、質問紙を配布した。質問紙による調査と 入力による調査の内容は同じものである。





















対象者（ 月 日現在在籍者・休学者除く）数 名






































名寄市立大学コミュニティケア教育研究センター 年報 第２号（通巻 号）（ ）
ボランティア情報の入手について、「学内掲示」を「重要」
「やや重要」とした者が最も多く合わせて 名（ ）、次










































名寄市立大学コミュニティケア教育研究センター 年報 第２号（通巻 号）（ ）
３）やってみたいボランティア活動の内容
機会があればやってみたいボランティア活動について、「乳幼児、児童を対象とする活動」とした者が





足な状態を「 」、全く不満足な状態を「 」として 段階で
評価した。
最頻値は「 」とした者 名（ ）であったが、不満足






最頻値は「 」とした者 名（ ）であったが、不満



























年度、センターで受理したボランティア情報は 件、うち参加ボランティア件数 件、延 名の
学生がボランティア活動に参加した（ 年 月 日現在）。また、センターのボランティア登録学生は
名である（同）。しかし、本調査結果では、調査時点で継続的にボランティア活動をしている学生は回答者の
１割に満たず、限られた学生が多くのボランティア活動に複数参加していることが示唆された。公益財団法




















































公益財団法人日本財団学生ボランティアセンター（ ）：全国学生 万人～ボランティアに関する意識調査 ～














年 月 日～ 月 日
）データ収集方法






















名寄市立大学コミュニティケア教育研究センター 年報 第２号（通巻 号）（ ）
問
1
4
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
の
入
手
先
と
し
て
「
メ
ー
ル
」
の
重
要
性
は
ど
の
程
度
で
す
か
重
要
で
な
い
　
　
　
　
あ
ま
り
重
要
で
な
い
　
　
　
　
ど
ち
ら
で
も
な
い
　
　
　
　
や
や
重
要
　
　
　
　
　
重
要
問
1
5
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
の
入
手
先
と
し
て
「
W
EB
サ
イ
ト
」
の
重
要
性
は
ど
の
程
度
で
す
か
重
要
で
な
い
　
　
　
　
あ
ま
り
重
要
で
な
い
　
　
　
　
ど
ち
ら
で
も
な
い
　
　
　
　
や
や
重
要
　
　
　
　
　
重
要
問
1
6
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
の
入
手
先
と
し
て
「
SN
S（
LI
N
E，
Tw
it
te
r等
）
」
の
重
要
性
は
ど
の
程
度
で
す
か
重
要
で
な
い
　
　
　
　
あ
ま
り
重
要
で
な
い
　
　
　
　
ど
ち
ら
で
も
な
い
　
　
　
　
や
や
重
要
　
　
　
　
　
重
要
問
1
7
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
の
入
手
先
と
し
て
「
自
治
体
広
報
（
広
報
な
よ
ろ
等
）
」
の
重
要
性
は
ど
の
程
度
で
す
か
重
要
で
な
い
　
　
　
　
あ
ま
り
重
要
で
な
い
　
　
　
　
ど
ち
ら
で
も
な
い
　
　
　
　
や
や
重
要
　
　
　
　
　
重
要
問
1
8
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
の
入
手
先
と
し
て
「
案
内
郵
送
」
の
重
要
性
は
ど
の
程
度
で
す
か
重
要
で
な
い
　
　
　
　
あ
ま
り
重
要
で
な
い
　
　
　
　
ど
ち
ら
で
も
な
い
　
　
　
　
や
や
重
要
　
　
　
　
　
重
要
問
1
9
最
初
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
き
っ
か
け
は
何
で
し
た
か
1）
内
容
に
か
か
わ
ら
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
し
た
か
っ
た
2）
活
動
内
容
に
興
味
関
心
を
も
っ
た
3）
友
人
に
誘
わ
れ
た
4）
教
員
に
勧
め
ら
れ
た
5）
講
義
・
実
習
等
で
体
験
し
た
6）
そ
の
他
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
問
2
0
1）
社
会
人
と
し
て
の
基
礎
的
能
力
4）
自
ら
の
「
生
き
方
の
質
」
の
向
上
2）
ケ
ア
専
門
職
と
し
て
の
基
礎
的
能
力
5）
多
様
な
人
間
関
係
や
人
脈
3）
自
ら
の
人
間
性
の
涵
養
6）
そ
の
他
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
問
2
1
1）
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
か
か
わ
る
活
動
（
美
化
，
防
犯
，
防
災
，
町
内
会
活
動
等
）
2）
公
的
イ
ベ
ン
ト
運
営
協
力
（
ス
ポ
ー
ツ
，
文
化
，
芸
術
，
啓
発
等
）
3）
乳
幼
児
，
児
童
を
対
象
と
す
る
活
動
4）
青
少
年
の
指
導
育
成
に
か
か
わ
る
活
動
5）
高
齢
者
の
支
援
に
か
か
わ
る
活
動
6）
障
が
い
者
の
支
援
に
か
か
わ
る
活
動
7）
異
文
化
を
有
す
る
人
（
外
国
人
等
）
の
支
援
に
か
か
わ
る
活
動
8）
地
域
活
性
化
（
観
光
，
地
域
振
興
等
）
に
か
か
わ
る
活
動
9）
海
外
に
お
け
る
国
際
支
援
に
か
か
わ
る
活
動
10
）
災
害
支
援
や
被
災
者
支
援
に
か
か
わ
る
活
動
11
）
そ
の
他
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
裏
面
も
あ
り
ま
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
（
得
る
こ
と
を
期
待
す
る
）
こ
と
は
何
で
す
か
（
複
数
回
答
可
）
こ
れ
ま
で
参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
，
ど
の
よ
う
な
内
容
で
す
か
（
複
数
回
答
可
）
問
1
本
調
査
に
つ
い
て
，
W
EB
か
ら
の
回
答
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
し
て
い
な
い
し
た
 
⇒
 「
し
た
」
と
答
え
た
方
は
，
本
質
問
紙
で
の
回
答
は
不
要
で
す
。
問
2
あ
な
た
の
性
別
を
教
え
て
く
だ
さ
い
女
性
男
性
問
3
あ
な
た
の
学
年
を
教
え
て
く
だ
さ
い
１
年
生
２
年
生
３
年
生
４
年
生
問
4
あ
な
た
の
所
属
す
る
学
科
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
栄
養
学
科
看
護
学
科
社
会
福
祉
学
科
社
会
保
育
学
科
・
児
童
学
科
問
5
現
在
の
お
住
ま
い
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
家
族
と
同
居
一
人
暮
ら
し
そ
の
他
（
　
　
　
　
　
　
　
　
）
問
6
本
学
入
学
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
経
験
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。
1）
現
在
も
継
続
的
に
活
動
し
て
い
る
2）
現
在
は
し
て
い
な
い
が
，
活
動
し
た
こ
と
が
あ
る
3）
活
動
し
た
こ
と
は
な
い
⇒
 「
3
）
活
動
し
た
こ
と
が
な
い
」
と
回
答
し
た
方
は
，
問
2
2
以
降
に
回
答
し
て
く
だ
さ
い
問
7
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
内
容
は
あ
な
た
の
専
攻
分
野
に
関
係
が
あ
り
ま
す
か
あ
る
　
　
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
あ
る
　
　
　
ど
ち
ら
で
も
な
い
　
　
　
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
な
い
　
　
　
な
い
問
8
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
の
入
手
先
と
し
て
「
友
人
」
の
重
要
性
は
ど
の
程
度
で
す
か
重
要
で
な
い
　
　
　
　
あ
ま
り
重
要
で
な
い
　
　
　
　
ど
ち
ら
で
も
な
い
　
　
　
　
や
や
重
要
　
　
　
　
　
重
要
問
9
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
の
入
手
先
と
し
て
「
教
員
」
の
重
要
性
は
ど
の
程
度
で
す
か
重
要
で
な
い
　
　
　
　
あ
ま
り
重
要
で
な
い
　
　
　
　
ど
ち
ら
で
も
な
い
　
　
　
　
や
や
重
要
　
　
　
　
　
重
要
問
1
0
重
要
で
な
い
　
　
　
　
あ
ま
り
重
要
で
な
い
　
　
　
　
ど
ち
ら
で
も
な
い
　
　
　
　
や
や
重
要
　
　
　
　
　
重
要
問
1
1
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
の
入
手
先
と
し
て
「
サ
ー
ク
ル
」
の
重
要
性
は
ど
の
程
度
で
す
か
重
要
で
な
い
　
　
　
　
あ
ま
り
重
要
で
な
い
　
　
　
　
ど
ち
ら
で
も
な
い
　
　
　
　
や
や
重
要
　
　
　
　
　
重
要
問
1
2
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
の
入
手
先
と
し
て
「
地
域
住
民
」
の
重
要
性
は
ど
の
程
度
で
す
か
重
要
で
な
い
　
　
　
　
あ
ま
り
重
要
で
な
い
　
　
　
　
ど
ち
ら
で
も
な
い
　
　
　
　
や
や
重
要
　
　
　
　
　
重
要
問
1
3
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
の
入
手
先
と
し
て
「
学
内
掲
示
」
の
重
要
性
は
ど
の
程
度
で
す
か
重
要
で
な
い
　
　
　
　
あ
ま
り
重
要
で
な
い
　
　
　
　
ど
ち
ら
で
も
な
い
　
　
　
　
や
や
重
要
　
　
　
　
　
重
要
裏
面
も
あ
り
ま
す
名
寄
市
立
大
学
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
調
査
※
 問
６
で
「
１
）
活
動
し
て
い
る
」
，
「
２
）
現
在
は
し
て
い
な
い
が
，
活
動
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
回
答
し
た
方
に
伺
い
ま
す
。
名
寄
市
立
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
※
 当
て
は
ま
る
番
号
に
〇
を
し
，
必
要
な
事
項
は
記
入
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
表
裏
４
ペ
ー
ジ
あ
り
ま
す
。
全
て
に
ご
回
答
く
だ
さ
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
の
入
手
先
と
し
て
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
」
の
重
要
性
は
ど
の
程
度
で
す
か
−172−
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問
3
1
今
後
機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し
た
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
ど
の
よ
う
な
内
容
で
す
か
（
複
数
回
答
可
）
1）
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
か
か
わ
る
活
動
（
美
化
，
防
犯
，
防
災
，
町
内
会
活
動
等
）
2）
公
的
イ
ベ
ン
ト
運
営
協
力
（
ス
ポ
ー
ツ
，
文
化
，
芸
術
，
啓
発
等
）
3）
乳
幼
児
，
児
童
を
対
象
と
す
る
活
動
4）
青
少
年
の
指
導
育
成
に
か
か
わ
る
活
動
5）
高
齢
者
の
支
援
に
か
か
わ
る
活
動
6）
障
が
い
者
の
支
援
に
か
か
わ
る
活
動
7）
異
文
化
を
有
す
る
人
（
外
国
人
等
）
の
支
援
に
か
か
わ
る
活
動
8）
地
域
活
性
化
（
観
光
，
地
域
振
興
等
）
に
か
か
わ
る
活
動
9）
海
外
に
お
け
る
国
際
支
援
に
か
か
わ
る
活
動
10
）
災
害
支
援
や
被
災
者
支
援
に
か
か
わ
る
活
動
11
）
そ
の
他
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
問
3
2
本
学
入
学
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
，
あ
な
た
の
満
足
度
を
教
え
て
く
だ
さ
い
不
満
足
満
足
１
　
　
　
２
　
　
　
３
　
　
　
４
　
　
　
５
　
　
　
６
　
　
　
７
　
　
　
８
　
　
　
９
　
　
　
10
問
3
3
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
本
学
の
支
援
に
つ
い
て
，
あ
な
た
の
満
足
度
を
教
え
て
く
だ
さ
い
不
満
足
満
足
１
　
　
　
２
　
　
　
３
　
　
　
４
　
　
　
５
　
　
　
６
　
　
　
７
　
　
　
８
　
　
　
９
　
　
　
10
問
3
4
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
本
学
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
，
あ
な
た
が
感
じ
て
い
る
こ
と
，
考
え
て
い
る
こ
と
を
自
由
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
問
2
2
重
要
で
な
い
　
　
　
　
あ
ま
り
重
要
で
な
い
　
　
　
　
ど
ち
ら
で
も
な
い
　
　
　
　
や
や
重
要
　
　
　
　
　
重
要
問
2
3
重
要
で
な
い
　
　
　
　
あ
ま
り
重
要
で
な
い
　
　
　
　
ど
ち
ら
で
も
な
い
　
　
　
　
や
や
重
要
　
　
　
　
　
重
要
問
2
4
重
要
で
な
い
　
　
　
　
あ
ま
り
重
要
で
な
い
　
　
　
　
ど
ち
ら
で
も
な
い
　
　
　
　
や
や
重
要
　
　
　
　
　
重
要
問
2
5
重
要
で
な
い
　
　
　
　
あ
ま
り
重
要
で
な
い
　
　
　
　
ど
ち
ら
で
も
な
い
　
　
　
　
や
や
重
要
　
　
　
　
　
重
要
問
2
6
重
要
で
な
い
　
　
　
　
あ
ま
り
重
要
で
な
い
　
　
　
　
ど
ち
ら
で
も
な
い
　
　
　
　
や
や
重
要
　
　
　
　
　
重
要
問
2
7
重
要
で
な
い
　
　
　
　
あ
ま
り
重
要
で
な
い
　
　
　
　
ど
ち
ら
で
も
な
い
　
　
　
　
や
や
重
要
　
　
　
　
　
重
要
問
2
8
重
要
で
な
い
　
　
　
　
あ
ま
り
重
要
で
な
い
　
　
　
　
ど
ち
ら
で
も
な
い
　
　
　
　
や
や
重
要
　
　
　
　
　
重
要
問
2
9
重
要
で
な
い
　
　
　
　
あ
ま
り
重
要
で
な
い
　
　
　
　
ど
ち
ら
で
も
な
い
　
　
　
　
や
や
重
要
　
　
　
　
　
重
要
問
3
0
1）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
単
位
化
2）
講
義
・
演
習
・
実
習
等
，
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
内
で
の
活
動
3）
活
動
へ
の
経
済
的
支
援
（
交
通
費
支
給
，
活
動
の
有
償
化
等
）
4）
情
報
提
供
の
量
的
充
実
5）
情
報
提
供
の
手
段
充
実
6）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
制
度
の
充
実
7）
サ
ー
ク
ル
等
，
学
生
団
体
で
の
活
動
充
実
8）
活
動
を
促
進
す
る
学
内
の
雰
囲
気
9）
そ
の
他
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
裏
面
も
あ
り
ま
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
な
い
，
あ
る
い
は
，
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
制
約
が
生
じ
る
理
由
と
し
て
「
一
緒
に
活
動
す
る
人
」
の
重
要
性
は
ど
の
程
度
で
す
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
な
い
，
あ
る
い
は
，
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
制
約
が
生
じ
る
理
由
と
し
て
「
費
用
負
担
（
交
通
費
や
必
要
物
品
購
入
等
）
」
の
重
要
性
は
ど
の
程
度
で
す
か
ど
の
よ
う
な
条
件
が
整
え
ば
，
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た
，
あ
る
い
は
，
よ
り
充
実
し
た
活
動
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
か
（
複
数
回
答
可
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
な
い
，
あ
る
い
は
，
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
制
約
が
生
じ
る
理
由
と
し
て
「
自
宅
等
で
の
学
習
（
課
題
や
試
験
準
備
等
，
時
間
的
拘
束
が
伴
わ
な
い
学
業
）
」
の
重
要
性
は
ど
の
程
度
で
す
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
な
い
，
あ
る
い
は
，
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
制
約
が
生
じ
る
理
由
と
し
て
「
国
家
試
験
対
策
・
就
職
活
動
」
の
重
要
性
は
ど
の
程
度
で
す
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
な
い
，
あ
る
い
は
，
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
制
約
が
生
じ
る
理
由
と
し
て
「
ア
ル
バ
イ
ト
」
の
重
要
性
は
ど
の
程
度
で
す
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
な
い
，
あ
る
い
は
，
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
制
約
が
生
じ
る
理
由
と
し
て
「
余
暇
活
動
（
サ
ー
ク
ル
活
動
を
含
む
）
」
の
重
要
性
は
ど
の
程
度
で
す
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
な
い
，
あ
る
い
は
，
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
制
約
が
生
じ
る
理
由
と
し
て
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
の
入
手
」
の
重
要
性
は
ど
の
程
度
で
す
か
※
　
皆
さ
ま
に
お
伺
い
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
な
い
，
あ
る
い
は
，
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
制
約
が
生
じ
る
理
由
と
し
て
「
講
義
・
実
習
（
出
席
に
よ
り
時
間
的
拘
束
が
伴
う
学
業
）
」
の
重
要
性
は
ど
の
程
度
で
す
か
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